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各地区、連盟、職場、部活動、サークルなどでチームを組んで奮って参加してください。（今年も親子マラソン
の部をとりいれて実施いたします。）沿道でのたくさんの声援をお願いします。
期　　日 12月10日�※小雨決行・悪天候の場合は中止
時　　間 ８時受付、８時30分開会式、９時発走(閉会式は、11時20分ごろ予定）
種　　別 ①一 般 男 子 の 部(16歳以上)｢地区対抗の部｣ ｢事業所・一般対抗の部｣

②中学生男子の部
③一 般 女 子 の 部(16歳以上）
④中学生女子の部
⑤小学生男子の部(５年生以上）
⑥小学生女子の部(５年生以上）
⑦親子マラソンの部(小学１年生～４年生
と保護者のペア）

※駅伝は各部とも４名編成、補欠２名以内、親子マラ
ソンは親子１組(保護者１名、子１名）
参加資格 町内在住・在勤・在学者で健康な方
参 加 費 無料
表　　彰 各部とも１～３位(トロフィー、賞状、メ

ダル)４～６位(賞状、メダル)ただし、参
加チームが10チーム以下の場合は３位まで
入賞。(※親子マラソンの部については特
に行わない。)全員に参加賞。

チームの代表者は、11月24日�までに教育委員会
生涯学習課 2543へ申込用紙を提出してください。申
込用紙は教育委員会に用意してあります。
※大会当日の申し込みはできません。
主 催 町体育協会
生涯学習課 2543内 問 

内 

申 

「京と都」 酒井順子
「ブルー・ローズ」 馳星周
「青春の雲海」 森村誠一
｢狼花｣ 大沢在昌

「おばけのジョージーともだちをたすける」
ロバート・ブライト

「ふたりきりの戦争」 ヘルマン・シュルツ
「シマフクロウとサケ」 宇梶静江
「ねずみくんとシーソー」 上野紀子
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うぐいす

｣｢宵越しの銭は持たぬ｣といっ
たことわざや譬

たと

え・洒落
しゃれ

。｢尻餅をつく｣
｢一肌脱ぐ｣などのしぐさことば。江戸っ
子ごのみの調子のよい｢お茶の子さいさ
い｣｢合点承知助｣といったはなしことばな
ど、今も息づく江戸っ子語をイラストを
交えて解説。江戸っ子語理解度テスト付。

「─絵で見て楽しむ！─江戸っ子語のイキ・イナセ」
笹間良彦 著画(遊子館)

11月…18日・12月…９日　

●おはなし会は14時（小さい子の時間）と
14時30分（大きい子の時間）の2回です。

11月17日…11時から

休館日（11月～12月） お問い合わせ

11月１日・15日・12月６日・20日

丸山公民館 14：00～14：35
南 小 学 校 15：00～16：00

小針北小学校 14：40～15：45
小針中学校 16：05～16：35

11月８日・22日・12月13日・27日
（第１・３水曜日） （第２・４水曜日）

11月２日・16日・12月７日・21日

原児童公園 10：40～11：15
宮前児童公園 11：35～12：10
あやめ会館 13：40～14：15
小室小学校 14：40～15：40

11月／
12月／

３日・６日・13日・20日・23日・27日・30日
４日･11日･18日･23日･25日･28日･29日･30日･31日

中島児童公園 11：00～11：35
伊奈中央会館 13：50～14：20
小針小学校 14：40～15：40

11月９日・12月14日
（第１・３木曜日） （第２・４木曜日）

●あかちゃん向けのおはなし会

移動図書館「ブックシャトル」11月・12月

図書館情報は…http://www.lib.ina.saitama.jp
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伊奈町駅伝大会周回コース 
◎親子マラソン
コース(1.2�)
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◎小学生･女子コース(4.8�)

※点線コース 
◎男子コース(12�)

※実線コース 
１区 
２区 
３区 
４区 
計 

1,200m 
1,200m 
1,200m 
1,200m 
4,800m

１区 
２区 
３区 
４区 
計 

3,000m 
3,000m 
3,000m 
3,000m 

12,000m

伊奈町駅伝大会 
第33回 

伊奈町駅伝大会 
第33回 

伊奈町駅伝大会 
第33回 

�参加者�募 集!
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▲男子の部

第22回
町硬式テニス連盟クラブ対抗戦
●９月３日 男子の部、女子の部

10日 混合の部
丸山テニスコート・記念公園テニスコート他

▲女子の部
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男女共同参画シリーズ③
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あなたらしく、わたしらしく
～男女共同参画社会基本法、まめ知識～

男女共同参画社会基本法には、５つの基本理念があります。
①男女の人権の尊重 ひとりの人間として能力を発揮できる機会
を確保する必要があります。ひとりの人間として尊重しましょう。
②社会における制度または慣行についての配慮 これまでの役割
分担意識にとらわれず、社会の制度や慣行のあり方について見つ
めてみましょう。｢○○の役割は男性｣｢ここは女性の出番｣など、
決め付けてはいませんか？
③政策等の立案および決定への共同参画 男女が社会の対等な
パートナーとして、いろいろな方針を決定する場に参画できるよ
うにしましょう。
④家庭生活における活動と他の活動の両立 男女が互いに協力し
て家庭・地域・職場における活動ができるようにしましょう。子
育て・子ども会やＰＴＡ・地区役員・職場など、私たちの生活にか
かわるいろいろな活動の場面を見つめてみましょう。
⑤国際的協調 国際社会と共に歩むことも大切です。他の国々と
も相互に協力して取り組みましょう。機会があれば、他国の様子
を知ることで、自分の生き方のヒントを発見するかもしれません。
─────────今こそ｢男性の家庭進出｣を─────────
｢男女共同参画｣と聞くと、多くの人は｢女性の社会進出｣を思い

浮かべるのではないだろうか。しかし、それだけでは不十分であ
る。女性だけが仕事や社会活動と家庭との両立を求められている
状態では、彼女たちが｢男性並み｣に活躍することがきわめて困難
であることは、容易に想像がつく。一方、男性の多くは生活時間
の多くを仕事に費やさざるをえず、家庭を十分に顧みる余裕がな
い。これは男性にとっても好ましい状態ではない。
必要なことは、男性が家事・育児あるいは介護などにもっと取

り組めるようにすること、いわば｢男性の家庭進出｣を推進するこ
とである。 ――(名古屋大学大学院法学研究科 田村助教授）
＊内閣府(男女共同参画の広報啓発に関する研究会)発行の｢男女共同参画の広報のた

めに～やさしく、楽しく、共同参画｣に掲載されていたコラムより抜粋

｢男性が」｢女性が｣ではなく、男女でお互いに助け合い、協
力し、苦楽を共に分かち合うのが共同参画なのではないで
しょうか？男女共同参画について、あなたなりに、わが家な
りに考えてみませんか？

人権推進課 2241内 問 
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